




















要約:小児慢性疾患児に対する教育面からのトータルケアの在り方を探求するために、小

児慢性疾患児に対する教育の必要性の有無を明確にするための文献研究を行うとともに、

アンケート調査により、小児慢性疾患児を措置している教育機関の実情を調査し、トータ

ルケア確立のための問題点を明らかにすることに努めた。その結果、小児慢性疾患児にあ

っては、疾患の治療の必要性はもとより、現在の生活の在り方並びに将来よりよく生きる

という立場から、長期医療の期間中であっても患児の自己実現の立場から教育は寸時も欠

かすことのできないものであり、今後における一層の充実が痛感させられた。小児慢性疾

患児を措置している教育機関の実情調査の結果は、小児慢性疾患児に対する教育の必要と

は逆に、就学者の急激な減少をきたしており、これに対する抜本的にして強力な対策が、

早急に講じられる必要がある。


